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この度は、コンビ製品をお買上|ずいただき

ありがとうございます。

ご使用になる前に、必ずこの取扱説明書を

よくお読みいただき、正しく使用してくだ

さい。

また、この取扱説明書は必ず保管し、ご使用

方法などがわからないときは再度お読みく

ださい。

●本製品は、室内におけるお子さま用の簡

易ベッドおよびイスと匠 使用されること

を目的としています。

●望ましい連続使用時間 :

ベッドとして60分間/スウイング15分間

※1日の合計使用時間 3～4時間

本製品をご使用いただけるお子さまの年令

は、0～ 4才頃(体重18kg以下)までで軌

◆お子さまの首がすわる(0～2・3ヵ月頃)

まではリクライエングを一番寝かせた角

度で使用してください。

◆お子さまの腰がすわつて(5・6ヶ月～4

才頃)からはリクライエングを立てた位

置から、3段階の間で使用してください。

0こ こに示した注意事頂は、取り扱いを誤

ると、お子さまや操作している方に危書

が発生したり、物的損害の発生が予想さ

れる事頂を危書 ・損害の大きさ、切迫度

により「警告」・「注意」の2つに区分して

示してあります。安全のため必ずお守り

ください。

誤つた取り扱いをすると、人

が死亡または重傷を負う可能

性があります。

誤つた取り扱いをすると、人

が傷書を員つたり、物的損害

がおこる可能性があります。

取り扱いを

●必ず保護者の目の届くところで使用してください。

●お子さまがラツクの下にもぐり込まないようにしてく

ださい。

●股ベルト、腰ベルトは財ず使用してください。さらに

リクライエングを寝かせてご使用になるときは、

必ず肩ベルトも使用してください。

(P4-P5参 照)

※お子さまがずれ落ち、

ベルトが首にからまる

おそれがあります。

●各ベルトはお子さまの体に合わせてきちんと締めてく

ださい。(P4～ P5参 照 )

リクライエングを変えた

ときは、そのつどベルト

を調節し直してください。

[ラック

●移動するとき以タホは、必ず次のことをお守りください。

1.前脚のキヤスターロックレノヽ一

を下げ車輪を回転させ固定して

ください。

2.後脚のブレーキレバーをSTOP

の位置に匠 固定してください。

(P6参 照)



誤ると、重大な事故につながるおそれがあります。

[思わぬ事故をまねくおそれがあります]

●ベッドとして使用の際は、お子さまをうつぶせで寝か

せないでください。

奎患するおそれがあります。

●お子さまがラツク(車輪ブレーキ ・上下操作など)を操作

することはしないてください。

[お子さまが落下するおそれがあります]

●お子さまが座面に立ったり、テープルや手すりから身

を乗り出さないように注意してください。

●落下するなど強い衝撃がカロわり、 変 形 ・割れなど、

部品に破損が生じたラツクは使用しないでください。

・ストーブなど火気の近く
。落下物の心配のあるところ

●お子さまを乗せたままで持ち上げて移動しないでく

ださい。

●お子さまを乗せたまま、高さ調節や収納レノミーの操作

をしないでください。

●傾斜・階段・段差のある場所、また

タイルなどすべりやすい場所では

使用しないでください。

さだ

く
時、腋

夢
加
ヽ

航残
●

●お子さまが乗り降りするときは必ず保護者が付き添つ

てください。

が転倒 しお子さまが落下するおそれがあります]

ヽ

●1度に2人以上のお子さまを乗せないでください。



●リクライニング角度を変えた後は、必ずリクライニングロックをしてください。

●クッションは財ず取り付けて使用してください。

座面に穴や突起があり、お子さまの指などが傷つくおそれがあります。

●ラックを移動させるときは横すべりさせないでください。

床面が傷つくおそれがあります。

●ラツクを改造したり、分解することはしないでください。

●屋夕|では使用しないでください。

●ラックを風雨にさらすことはしないでください。

●お子さまを乗せる目的以外(荷物の運搬・踏み台など)の使用はしないでください。

0本 体組上り(クッション付)11□

0テ ーブル 11□

0エ ッグショックパッド(ECCのみ)11□

0ベ ビーボックス 11□

0上 掛けふとん(ECCのみ)11□

0取 扱説明書 1冊

エッグショックパッド(ECCのみ)

腰いUレト

テーブル

テープル
ストッパー(左右)

ステップ任腎海畢)
キヤスター部

スウイングロック

肩ベルト(左右)

バックル

股ベルト

高さ調節レバー(左右) リクライエングロック

収納レバー

税
リクライエングレバー

リクライエングロッド

ベピーボックス

車輪ブレーキレバー(左右)

キャスターロックレブヽ―(左石)

高さ表示(左右)



●ベルトの取り付けかたを間違えないように注意してください。お子さまが落下す

るおそれがあります。

1日●バツクルのPRESSマークを親指で強く押します。

0股ベルトから左右の腰ベルトをはずします。

0腰ベルトから肩ベルトをはずします。
肩ベルト

股ベル ト

腰ベル ト

※ベルトを取り付けるときは逆の手lllHで行つてください。

2.クッションをめくり上十ず、般ベルトの長さを調節します。

3.腰 ベルトの長さを調節し、左右の長さを同じ

にします。

3crn以上

ベルトがゆるすぎたり、きつすぎるときは、

2または3に戻つて調節し直します。

※肩ベルトと股ベルトの長さ調節は、股ベ

ルトで行つてください。

●股ベルトは、端末まで 8cm以 上余裕を

持つて、図のように調節してください。

●腰ベルトは、端末まで3crn以上余裕を

持つて、図のように調節してください。

●間違ったベルトの取り付けかたをしま

すと、ベルトが抜け、お子さまが落ち

るおそれがあります。

●調節後、股ベルトをヨ|つ張り、抜けな

いことを確認してから使用してください。

回



5ロリクライエングの角度を変えるとベルトの長さ
が変わります。リクエングの角度を変えた後は、

ベルトの長さを調節し直してください。

6ロベルト調節の目安は、ベルトと
7Thちゃんの間に大人の親指が入

るくらいとして、確実に調節し

てください。

7口肩ベルトを使わないときは、クッションの
裏側に収納してください。

■高さは5段階に調節できます。

1口必ず左右の前日去lキャスターを固定してください。

2日左右の高さ調節レバーを押し上|ザたまま、本体

を上下してください。″

3日ご使用になる高さで、左右のレバーから指を離し

てください。そのとき、左右の高さ調節表示が含

っていることを確認してから使用してください。

回

●ベルトの長さはしつか

りと調節してください。

お子さまが落下するお

それがあります。

●お子さまを乗せたまま高さ調節をしないでください。お子さまが落下するおそれ

があります。

●左右の高さ表示が含っているかを必ずご確認ください。表示が含っていないとき

は再度調節し直してください。思わぬ事故や故障の原因になります。

●高さを下げるときは車輪などが前後に移動しますので、足元に注意してください。

●高さ調節をするときは必ずスウィングをロックしてから行ってください。故障の

原因になります。

ヤそ 脅 ヤ脅



●お子さまを乗せたまま収納レバーを操作しないでください。お子さまが落下する

おそれがありま軌

●高さを下げるときは、ラツク本体と床面が接地し足や指などをはさむおそれがあ

りますので注意してください。また、車輪などが前後に移動しますので、足元に

も注意してください。

●収納レバーを操作するときは、必ずリクライエングの角度を一番寝かせた位置に

してください。

1口必ず、リクライエングの

角度を一番寝かせた位置

にし、左右の前‖去lキャス

ターを固定してください。

3口左右の収納レバーを指で
つかみ、0上へ持ち上げ
るようにしてからの夕1側
ヘレバーをゆつくり解除

してください。

4□収納レバーが解除された
ら、そのままゆつくりと

下げてください。

2日高さ調節レバーで、一番
低い高さ位置にセットし

てから操作してください。
↓

高さ調節レバー

収納レバー

※収納位置から再度ラツクをご使用にな

るとき|よ高さ調節レノミーを操作し、ご

使用になる高さまで持ち上げてセット

してください。

●移動するとき以外は、必ずキャスターを固定してください。ラックが転優」しお子

さまが落下するおそれがあります。

1口争 スターロックレバーを

上げると、ロックが解除さ

れ車輪が自由になつて、方

向転換が行えます。

2.固定する場合は、キャスター

ト    塁韮を4きあ掃ご遣婁言増巳3屋、
ラス歪
夕:ロツク固定されます。

※キヤスターの動きは段階により異なります。動きが悪い場合は最上段で行つてくださしヽ。

また移動の際、車輪を横すべりさせると、床面が傷つく場合があります。ご注意ください。

回



●移動するとき以外は車輪ブレーキを固定してください。ラツクが転倒しお子さま

が落下するおそれがあります。

●固定されていないと、スムーズにスウィングできません。

●お子さまが、ブランコのように遊ぶことは危険ですからしないでください。転倒

や転落のおそれがあります。

●スウィングは、首のすわらない生後2～3ヵ月頃までは、首もたれを一番寝かせた位置で使

用してください。

●スウイングは、背もたれを立てた位置で使用しないでください。お子さまが前のめりになつ

たり、頭がぐらついたりし危険をまねきます。

●授事し後30分以内のお子さまにはスウィングを使用しないでください。ミルクを吐く場合が

あります。

●スウイングをご使用になるときは、お子さまの様子をよく見てください。お子さまに異常が

見られる場合は、ただちに中止してください。

●スウィングをすると、前後方向に本体が動く事があります。障害物のないことを確認の上、

使用してください。

●スウィングにより本体が滑る場合は、振り幅を小さくしてください。また、後輪のブレー

キゴムにワックスなどが付着し滑りやすくなっている場合は中性洗剤を自ませた布でふき

とってください。

1口必ず前脚のキヤスターはロックし、後‖去l

はブレーキの状態にしてください。

3口左右のスウイングロックを図のようにする
と、スウイングできます。本体を手で揺ら

してください。  ←

2ロリクライエング角度を、スウィングの
位置にしてください。

スウィングの位置

(垂蕊蟹」
せた疑および

)

4ロスゥィングできないようにするには、スウィン
グロックを図のようにLOCK位 置にしてく
ださい。      →

スウィングロック

※スウィング幅は最大約8crnです。スムーズに動く範囲で使用してください。

日



●リクライエング向度を変えたときは、必ず各ベルトを調節し直してください。

お子さまがずれ落ちベルトが首にからまるおそれがあります。

●リクライエング操作時以夕ヽは、リクライエングロックをロック状態にしてください。

●リクライエングを操作すると、運動してステップの角度が変化し前方向に30crrl

程飛び出しますので、障害物のないことを確認の上、操作してください。

■首のすわらない生後 2～ 3ヵ 月までは、一番寝かせた角度で

使用 してください。

●リクライエングの白度は、 5段階に調節できます。

●リクライエングの角度に連動して、ステップの白度も変化します。

リクライエング操作のしかた

1口0リ クライエングロックを解除します。

2日のリクライエングレバーを手前にヨ|きま軌
3口oご使用になる角度のところで、リクライエング

レノミーを戻します。

※リクライニングロッドが、溝に入つていることを
確認してください。

4口oリクライエングの角度を決めたら、図のように

リクライエングロックを元に戻し  ず ロック

してください。

リクライエングの目安

リクライエング
ロック リクライエングロッド

5・6カ月頃～偶 頃まで(チェアとして)

0～ 5・6カ月頃まで (ミニベッド、ラックとして)
赤ちゃんの首がすわらない生後23カ月頃斎官は一番
寝力せた角度で使用してください。

スウィングのときの角度

※リクライニングの角度に運動して、

ステツプの角度も変化します。 ′

ヽ

ロック

リクライエングレバー

●お子さまの成長に合わせて、上下3段階に調節できます。

1口●ステップ裏側のステツプ高さ調節レバーを手

前へBIいてください。

2口oステップ高さ調節レバーをヨ|きながら、こ使
用になる高さの所で レノミーをはな します。

※このとき、ステップを軽く上下させ、きちんと

固定するかを確認してから使用してください。

※最下段でチェアとしてご使用になる場合は、

ステップを一番高い位置にしてください、伸ば

した状態ではご使用できません。

□

ステップ高さ調節レノミー

(ステップの裏側にあります。)



●ベビーボツクスに3k9以上の重量をかけると破損することがありますので、注意してください。

●使用しないときは財ずフタを閉めてください。足で踏んだりすると危険です。

●本体を持ち上|ザて運ぶときは、ベビー
ボツクスを夕ヽしてください。

ベビーボックスが外れ落下することがあります。

ロベビーボックスには、タオルや紙おむつなどを入れておくと便利です。

●図のようにベビー

ボックスを取り付

けてください。
※必ず後肱l側に取り付け

てください。
前脚側に取り付けると

破損の原因になります。

●フタの開閉は、図

のように行つてく

ださい。

ベビーボックス

●テーブルの位置含わせをしたときに、前後に抜けないことを確認してから使用してください。

●テーブルではお子さまをささえることができません。必ずベルトを使用してください。

●お子さまが、本体の横にある溝に指を入れケガをするおそれがありますので、充分注意してください。

●テーブルの上に乗つたり、たたいたりしないでください。破損の原因になります。

1ロ  ー ブル両サイドのテーブルストッパーを、外側にヨ|

つ張ります。

2口  体の横にある溝に合わせ、テーブルを差し込みます。
3.  後 3段階調節ができるので、お好みの位置に合わせて

使用してください。

※このときテーブルを軽く前後に動かして、セットでき

ているかを確認してください。

テーブルストッパー

(左右)

●テーブルをはずすときは、テーブルストッパーをヨ|つ張りそのままBIき抜いてください。

●クッションを着脱する作業は、リクライエング

を一番立てた位置で行つてください。

●クッションを取り付けるときは、形を整え、ベ

ルトの位置に合わせてセットしてください。

●マジツクテープを強めに押しつけ固定してくだ

さい。

●正しい位置に固定できたら、左右のゴム輪を本

体両側のフツクに掛けます。

●クッションをはずすときは、左右のゴム輪を本

体両側のフツクからはずしてから行つてください。

□

●クッションは必ず取り付けてご使用ください。座面に穴や突起があり、お子さまの

指などが傷つくおそれがあります。



●図のように上掛け

ふとんの裏側のポ

ケット部にあるマ

ジックテープをク

ッション裏損Jにあ

るマジツクテープ

に取り付けてくだ

さい。

●図のようにクッショ

ンをはずしエッグシ

ョックパッドを首面

から取りはずすこと

ができます。

エッグショックノミッド
は洗濯できません。

■本体とベル トのお手入れ

●中性洗斉」の原液でのこ使用や、ガソリン、ベンジンなど有機溶斉」でのお手入れはし

ないでください。本体およびベルトをいためるおそれがあります。

●テーブルや本体が汚れたときは、薄めた中性洗斉」またはぬるま湯を柔らかい布にしめらせて拭い

てください。

●肩ベルト、腰ベルトは柔らかい布に水をしめらせて拭き、陰干ししてください。

■クッション ・股ベル ト・上掛けP31とんのお手入れ

●クッション・股ベルト・上掛けふとんは、取りはずして、上記の洗濯表示に従い洗濯してください。

●製品の特性上、多少色あせすることがあります。

●洗斉」は、蛍光斉」、漂白斉」、酵素などを含まない天然脂肪酸をベースとした洗斉」(コンビおむつ 。

肌着洗い)を使用することをおすすめします。

※特に敏感肌のお子さまは、上記の条件に合った洗斉」を使用してください。

●洗濯の際は、他の衣料品と区居」して行うことをおすすめします。

●すすぎは充分に行つてください。

●快適にご使用いただくため、こまめに洗濯することをおすすめします。

●お手入れの際に取りはずした部品は、本書をよくお読みの上、正しく取り付けて

ください。

回



スウイング機能を正しく効果的にご使用いたださ、お子さまとの楽しいひとときに

お役立てください。

Qlハ イ&□ ―スウィングラツクは生後何力月から使用できますか?

A:oヵ 月のお子さまからご使用できます。ただ、生まれて間もないお子さまは首がすわっていない

ため、首を立てた亀度で身体を起こして使うことは無理です。生後2、3ヵ月までは、一番寝かせ

た亀度で使用してください。首がすわってからは、お子さまが喜ぶ角度を選んであげてください。

Q21日 にどのくらい、使用しても大文夫ですか ?

A:ぉ 子さまを座らせておく時間は、1回30分から18寺間位が適当です。お子さまが機嫌よくひとり

遊びしていられる時間が目安になります。お子さまには、やはりお母さまの抱つこが一番で帆

ラツクに長時間いることはよくありません。1日の使用B寺間は合計Iイ 時間が望ましいでしょう。

スウィングをしながらお子さまが眠つた場合は、すぐにベッドやふとんに移すと目をさますこと

がありますので、寝ついた頃を見て移してあげてください。

Q3ス ウィングの時間は何分くらいが適当ですか ?

A:ぉ 子さまが機嫌よく、快い表情でいられるかを目安にしてください。気持ちよく眠り始めたとき

は、すぐに止めないでしばらくスウィングを続けてあ|ザた方がよいでしょう。

15分位を目安に考えてください。

Q4ス ウィングをさせるときの最適な揺らしかたはありますか ?

A:ぉ子さまを 「スウィングの角度」にして寝かせ、お子さまに語りかけながらやさしくスウィング

してあげることが最適といえるでしよう。お子さまを気づおいながら、ゆっくりやさしく揺らし

てあ|ザてください。あまり大きくスウィングさせますと、お子さまをびっくりさせることになり

ますのでご注意ください。お子さまが眠ったときは、徐々にペースを落としてあげるようにして

ください。

コンピ株式会社
製品にお気付きの点がこざいましたら、 「お客様相談室」までご連絡ください。

お客様相談室/〒 339‐0025埼玉県岩槻市釣上新田271    TEL(048)フ 9フ‐1000

お客様相談室/〒 542‐0081大阪府大阪市中央区南船場2‐1-10 TEL(06)6263‐ 4031

(西日本担当)

□

FAX(048)798‐ 6109

FAX(06)6263-4533


